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● 今月のご紹介者

『逆・タイムマシン経営論』

［概要］
　近過去の歴史に学ぶ経営知。「飛び道具」「激動期」「遠近
歪曲」、3 つの「同時代性の罠」を回避せよ。「新聞・雑誌は
10 年寝かせて読め」―過去記事は最高の教材。変化する歴史
を振り返ると、一貫して変わらない「本質」が浮かび上がる。
本質を見極め、戦略思考と経営センスに磨きをかける「古くて
新しい方法論」

　次期中期経営計画を策定するため、経営戦略関
連の書籍を探している中で、「近過去の歴史に学
ぶ経営知」というサブタイトルに興味を惹かれて
手に取りました。

：この本を手に取られたきっかけについてQ 1

　経営者は日々流れてくる膨大な情報を処理し、
自社にとって正しい戦略を実行していく必要があ
ります。この本はビジネスの背後にある本質的な
論理を見抜き、経営センスと大局観を体得するた
めの心得を教えてくれます。
　この本を読んで、過去に自分が戦略立案に失敗
した理由がよく分かりましたし、自社の強みにつ

：この本をお薦めしたい理由についてQ 2

いて改めて考え発展させる思考を身に付けること
が出来ました。

　既存事業が縮小しつつある中で、なんとか打開
策を見出そうとしている成熟企業の経営者の方
に、ぜひ読んでいただきたいです。

：どういった方にお薦めしたいですかQ 3
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小太郎の旺盛なひらめきで、この時代
には新規技術開発も多く行われました。その中でも 1966
年に完成した機械用強靭太径シャフト製造技術は小太郎の
長年の研究が実ったもので、従来引き抜きでは不可能とさ
れてきた船舶用スクリューシャフトの引抜加工を実現させ
たものでした。
　仕上げ径100ミリ以上のシャフトとなると、温度差による
変化も大きく、寸法精度を要求される引抜加工では熱処理
における最適値の発見と確保をはじめとした難問がいくつ
もありました。長年にわたる試作の積み重ねと、ばね鋼引抜
技術など既得ノウハウをもってこれをクリアし、当時画期
的な磨棒鋼技術の開発として注目を集めました。小太郎は
この技術を業界発展のために広く公開し、この功績によっ
て大阪通産局から技術改善表彰を受賞するに至りました。
　この他、1970年には新方式の酸洗装置を開発しました。
これはバー鋼材を酸液中で常時自動的に回転させることに
より酸液との接触を良くし、酸洗効果を高めたもので、後
に特許を取得しました。
　昭和40年代に入ると、日本の建設業界は急成長期を迎え
ました。マイカーと並ぶマイホームブームが巻き起こり、
マンション、分譲住宅など住宅着工戸数は年々うなぎ上り
となる一方で、大規模住宅団地が相次いで誕生しました。
さらに高速道路の建設、高速鉄道網の整備、空港、ダム、
橋梁の建設など、公共インフラ整備も急がれました。これ
に着眼した小太郎は、建設機械パワーショベルの油圧シリ
ンダー用ピストンロッドと産業機械に必要とされる油・空
圧シリンダー用ピストンロッドに需要の増加があると考
え、製造販売に着手しました。
　しかし、決して順調なスタートとは言えませんでした。
ピストンロッドはユーザーの仕様要求が厳しく、特に硬質
クロームメッキのグレードと品質保証に極めて高度の水準
が要求され、いばらの道を進むような日々が続きました。

2011年、現社長の安西正幸氏が第3代代
表取締役社長に就任、2018年には創業70周年を迎えました。
すなわちそれは熾烈化するグローバルな市場競争の中で、
旧態依然とした経営では勝ち残れない、時代変革への適合
と差別化が求められる挑戦期への突入を意味していました。
いま、協同シャフトは「人、物、金、情報、戦略、マネジメ

ント」これらの新しい要素を積極的に採り入れた新経営戦
略を展開しています。さらには社員個人の人格を遵守し、新
モラルサーベイの実施や自己申告制度の導入、コンセンサ
スをボトムアップする盤石で強靭なトータル経営戦略への
挑戦を図っています。グローバルな新時代へ先駆け、多様化
とスピードに即応できる積極果敢な創造の構築を目指し、
業界のリーディングカンパニーとして、協同シャフトの未
来への挑戦はこれからも続きます。

本社所在地：大阪府大阪市淀川区加島 4-7-8

従 業 員 数：150名　 資 本 金：7,400万円

事 業 内 容：磨き棒鋼及び冷間圧造用鋼線の製造販売

　協同シャフト 株式会社

　そのような状況下で、タイの自動車部品の製造会社を中核
とするマハジャックグループと協同シャフト、日本の商社2
社を含む計4社でジョイントベンチャーをスタートさせる企
画がまとまり、1996年3月、磨棒鋼の製造会社であるMKCL
社（MAHAJAK KYODO CO.,LTD.）が設立されました。
　タイにおける自動車やその他工業製品の市場は年々成長
し、MKCL社も大きな期待を背負って1996年10月、操業を開
始しました。

　この問題を解決すべく、中川工場の一部を解体して、大
阪市のとあるメッキ業者とタイアップでメッキ工場を建
設。さらに技術革新の最先端をいくロボット付き NC 旋盤
を導入し、建設機械パワーショベルの短尺ピストンロッド
を全面受注という幸運にも恵まれました。技術革新による
新商品開発も順調で、業績は大きく向上し、発展への軌道
に乗ることになりました。

グローバルな新時代の先駆けに

昭和50年代後半にはマイカー普及率は
1.4世帯に1台にまで達していて、低価格大衆車よりも高級車
が売れ筋となっており、まさにバブル経済を反映したものと
言えました。また建設ブームを反映して建設機械も好調で、
磨棒鋼需要も急伸し、業績は急上昇していきました。
　これを好機と捉え、1989年4月、尼崎工場の建屋を増設す
るとともに、大型ドローベンチ、中間伸線機、STC炉などを相
次いで設置し、工事を本格化させました。新工場の機械・設
備のレイアウトは、小太郎の独創性に加え、長年にわたって
協同シャフトに蓄積されてきた経験と技術をフルに発揮し
て、材料の受け入れから製品の搬出までの鋼材の流れと、人
の一つ一つの動きを考慮に入れた合理的な配慮が実現され
ました。
　尼崎工場の増設工事が終盤に差し掛かった1990年、小太郎
は会長に、新社長には塚本忠憲が就任しました。折しも時は
バブル経済の崩壊を迎えており、新体制でのスタートは前途
多難を思わせる船出となりました。
　しかし、そのような中でも明るいニュースがありました。
会長の小太郎が、長年にわたる業界への貢献を評価され、
1991年に勲五等双光旭日章の受章という栄典に浴しました。
社員一同、誇らしい気持ちでわが国産業発展へのさらなる貢
献を誓いました。

尼崎工場の増設、新体制で前へ

1989年 ▶

2011年 ▶

1996年 ▶ 円高不況以来、タイには日本企業の資本
進出が進んでおり、自動車生産も日系メーカーを中心に年産
数十万台レベルから2000年には120万台に生産能力を伸ばす
ことが予想されていました。これにともなって自動車部品を
製造するメーカーも多数進出し、さらに業容拡大の気運が高
まっていきました。部品の現地調達化が叫ばれる中で、その
主要材料の一つである高品質の磨棒鋼は安定して供給でき
るメーカーが現地になかったため、日本からの輸入に頼って
いる状況でした。

タイにMKCL社を設立
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